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Abstract

日本の文部科学省は中高教育におけるコンピュータースキルの習
得を最重要課題と位置づけているにも拘らず、大学教育開始時点
において多くの学生の英文タイピング能力は非常に限られたもの
である。本稿は、著者による過去の予備研究を展開する形で、日



本の大型私立大学の1年生を対象に年間を通したタイピング訓練が
タイピング能力及び心構えに及ぼす影響を調査するものである。
調査結果からは、クラスでタイピング実習を行わない統制群を含
めたすべてのグループでタイピング速度及び精度の両方における
有意な向上が見られたが、クラスの中での限られたタイピング実
習からは統計上の有意性が疑われるほどの僅かな上達しか観察さ
れなかった。むしろ、授業中にタイピング実習を行うことは、学
生自身のタイピング能力上達の自覚や英語タイピングに対する意
識の向上に大きく寄与することが示唆された。
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Appendix A

Pre-Course Self-Rating of English Typing Ability Questionnaire

Appendix B
Post-Course Questionnaire (High Attention/Low Attention)
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Appendix C

Post-Course Questionnaire (Control)


